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軍 位 は 100 年 


(さこ ぷ ヽ ふ ) コ エ ミ テー 


問 選 すさ ムッ ツーNvY 


IaGe> 村 


新 び バビ ロニ ア 


アッ ス ュ リア 


ジグ ド トレ マ イオ スズ ス 東 


(ペル シア ) ア ケ メ ノ ス 


周囲 は 年 表 . 3 頁 は 紀元 
前 . 2 頁 は 紀元 後 . 紀元 
前 は 各線 が 地域 べつ に な 
っ て いる が , 紀元 後 は 各 
線 が 各 様 式 に 相当 し , 地 


域 は だ いた い ヨ ー ロ ッ パ . 


写 眞 は 各 様 式 の サン プル . 


その 番号 は 地図 上 の 番号 
に 照 應 し 各 様 式 の 発 詳 地 
を し めす . も ちろ ん 地点 
は 茂 寄 で は な いし , 後に 


は 各地 に 拡がっ て いっ た -. 


様式 発 冬 地 図 


初期 キ リス ト 教 


ビザ ン テ ィ ウ ム 


sc 


SSR 


の 4( 


め ひ の.7C い て 


多 締 数 . 超自然 性 , 抽象 
性 , 不動 性 . 建築 は 短 殿 
と 墓 , 自然 に 対す る 長 怖 
と 友 抗 . 彫 九 は 紳 と 支配 
者 , 威 涯 の 表現 . 絵画 浮 
周 は 紳 事 や 王 の 事 王 . 説 
明 的 で 観念 的 . 3000 年 に 
少 た りあ まり 変化 しない. 


し 4 
ルク ソー ル の 廷 殿 ( 新 王 
朝 ). 柚 式 . 玉屋 根 . 窓 


が な い . 皇 . 装 師 が 多い . 


3 
バビ ピロ ス に 描い た 絵 . 顔 
や 手足 は 横向 き で ある の 
に 眼 と 望 は 正面 向き . 彩 
色 は 原色 で , 陰影 は な い . 


F】 
トゥ ト アン ク アモ ン の 


墓 か ら で た 椅子 ( 新 王朝 ). 


トコ 
カフ ラ 王 の 学 像 ( 古 王朝 ). 


自 か ら 崎 へ 遇 る 線 ( 正 中 
線 )) は いつ ゃ 両足 の 中 


間 に 落 ちる . 説 線 は 水 F. 


を 
コマ 絵 は 桂 頭 . 守 物 か ら 


韓 化 し た 意匠 の も の 多 し . 


dL 1 引 ウ リ レッ 『 ン 


uu 


TPTITTTTYRTPDD 


了 2 


IN T 
に 

も / 
oo = 

る こ コ ーー 


FL】 


を 


に 


トコ 


宗教 的 (二元論 ), 超自然 
的 な 性 格 は エジプト に 似 
る . 建築 は 宮殿 . 王権 を 
象徴 し た 浮 彫 で 館 られ る . 
動物 の 表現 が 多く , また 
優秀 . 丸 彫 や 絵画 の 遺品 
は 少 い . ペル シア の 末期 
まで た いし た 変化 は な い - 


ダレ イオ ス 王 の ペル セ ポ ボ 
リス の 宮殿 (ペル ン ア ). 


その 入口 . 桶 式 . 王 屋 根 . 


軟 の 細 を も っ た 牡 牛 . 写 
実 的 な 部 分 を 空想 的 に 構 


成す . 彩色 刀 で つく る . 


右 


怪獣 と 闘う ダレ イオ ス 王 . 


エジプト と ちがっ て 肩 も 


横向 き . 怪獣 は 悪 の 表 徴 


左 
戦車 . 遠近 の 関係 は まだ 
不明 瞭 . 狩猟 や 遠征 の 光 


景 を 表現 する 淳 彫 が 多い ・ 


を 
コマ 絵 は バ ビ ロ ニ ア の 王 . 


頭 に 装 秋 的 な 愛 を か ぶる . 


系 


NIITTHTITTTHITII 
TK 


ov 7 胃 
さと Pk H 計 要 


これ か ら が 本 來 の ギリ シ 
ア 美 術 史 . 同じ 場所 と は 
いえ , 不 規則 で 介 放 な ク 
レタ = ミュ ケ ナ イ の も ゃ も の 
と は まる て 違う . 秩序 を 
重んじ 形式 の 完全 を 理想 
と した. 上 代 は 準備 期 で 
まだ か た い 表 現 だ が , す 
で に その 萌芽 が 見 られ る . 
* 美 は 数 の 関係 に 査 する ” 
と ピュ 信 ゴ ラス は いっ た 。 


ドコ 
アテ ナイ の アク ロボ リス 
か ら で た 少女 像 . 唇 の 端 
が 友 っ て 往 笑 し て いる よ 
うな いあ ゆる アル ケイ ッ 
ク ・ ス マイ ル . イオ ニア 
風 の 優美 な 表現 . す で に 


古典 期 ゃ 近い . 彩色 残る . 


ギリ ン ア の 吉 は , 半 何 学 
式 ( デ ィ ピ ュ ロ ン 式 . コ 
マ 答 参照 ) か ら , 黒 像 式 
( 右 ), 赤 像 式 ( 左 ) を 経て 
白地 線 描 式 の も の に 進む 
この 時 代 の 絵画 は 大 部 分 
失 あ れ た が , 憲 絵 を 通し 
て その 伊 秀 が うか が える .、 


クレ タ ェ ミュ ケ ナ イ . 


美術 の 諸 様相 が 一 変 する . 
自由 て 規則 的 で な い . 自 
然 的 な 表現 . 建築 は 宮殿 . 
プラ ン も 不 規則 . 重層 で 
小室 が 複雑 に いり くん で 
いる . ラビ リン ト ( 迷 宮 ) 
の 名 は ここ か ら 由 來 す る . 
大 彫刻 は な い . 絵画 は 印 
萌 的 . 運動 の 表現 も ある . 


し 】 
クレ 婦 島 の クノ ソス の 宮 
殿 ( 修 復 )、 復 林 に つなが 
る 小 部 屋 . 上 方 の 太い 桂 . 

ゅ 
同 宮殿 の 壁画 . 自然 を 見 
た まま に 描写 す . エ ジ プ 
ト の 観念 的 な の と は 違う . 

に 
ミュ ケ ナ イ の ヴァ フェ イ 
オ か ら で た 人 杯 . 純金 押出 . 
いき いき し た 運動 の 表現 . 

全 
コマ 絵 は ク レタ 島 出土 の 
雲 . 海 棲 物 の 写生 が 多い . 
海上 の 民族 の 所 産 で ある . 


ギリ ン シ ア 古典 期 


ギリ ン ア の 旨 殿 は 紳 々 の 佳 居 . 人 間 は な 
か に 入れ な いか ら , 外観 の 美 を 重んじ る . 
ギリ ン ア 建築 の 様式 は , 円 柱 の 形 て 類別 
され る . ドリ スズ 式 ( 下 段 右 ) と イオ ニア 式 
( 同 中 ) と は 古典 期 に 完成 コリ ント スズ 式 
(同左 ) は 末期 に 現われ る . 三 頭 の 形式 は 
現在 まで ほとん どこ の 三 様式 を 出 で な い - 


パルテノン の 北 に ある エレ ク テ イ オン の 
露 台 . カ リア ティ デ ス ( 女 人 桂 ). 美しい 
六 体 の 女 身 が 反 の か わり に 屋根 を 支え る . 


アテ ナイ の 丘 の パル テ ノ ン 生 殿 . プラ ン 
は 晶 純 , 整 正 (6 頁 ). 宜 式 で , 切妻 屋根 
完全 な 比例 . 語 覚 の 錯覚 まで 修正 する 細 
心 の 配慮 大理石 に 結晶 し た 美 の 理想 . 


上 段 右 より . アテ ナイ の 少女 ヘ へ ゲソ の 慕 碑 、 シ ヌ エ ッ サ の アフ ロディ テ ( ヴ ェ ヌ ス ). サ 
モト ラ ケ 島 の ニケ (勝利 の 女 ). メロ ス ( ミ ロ ) 島 の アフ ロディ テ . 下段 右 は パル テ ノ ン 
の フリ ー ズ ( 軒 ま わり ) の 浮 膨 . 女 利 アテ ナ の 祭 入 の 行列 の 一 部 で ある . 下段 圧 は ハリ カ 


ルナ ソス の マウ ソレ ウム ( 王 誠 ) の 浮 膨 . 女 族 アマ ゾー ネ と ギリ シア 人 と の 闘い を 現 わ す . 


岩 窒 な 写実 に も ゃ と づい た 理想 的 な 人 体 美 の 表現 . 紳 々 や 人 間 的 . ギリ ン ア 人 は 人 問 性 を 
重んじ た . 完美 な 和信 体 の 有機 的 な 動き , それ を つつ む 衣 の 壁 の 流 坦 な 流れ . 無類 の 表現 
5 世紀 の 調和 ある 得 性 の 表現 は , 4 世紀 の 人 間 情 意 の 表現 を 経て , ヘレ ニス ム の 誇張 し 
た 写実 へ と 移っ て ゆく . 右 よ り 左 へ 見 て ゆけ ば , この 名 期 の 性 格 の 変遷 が うか が れる. 


Im 六 川 


桶 式 


建築 構造 は * 桶 式 と 拓 式 : と し か な い . 西洋 建築 は そ を の いずれ か , 或いは 両者 を 佐 
用 する . 桶 式 は 欄 と 桶 ( 水 下 材 ) て 構築 . 壁 は な く て や も よい. 窓 や 入口 は 和 形 に な る . 直 
線 的 . 明 ま 2 プア) エジプト 日 本 挑 式 は 石 や 瓦 で 積み あげ た 壁 で 構築 . 手 は た だ 禁 
似 . 開口 部 を つく る 曲線 は 迫 持 ( ア ー チ ) の 形 に な る . ロマ , ビザ ン テ ィ ウ ム , ゴ テ ィ ク . 


きゃ 


し 3 


3 給 凍 


ロマ 美術 の 独創 は 主 と し て 建築 に 現われ る . 先 仁 民 エト ルリ 
ア の 拓 式 構造 を 発展 させ た . 後世 へ の 影響 は すこ ぶる 大 きい . 
言 鹿 は ほとん ど ギ リン シア の 原作 の 模写 で あり , 総 画 や ギリ ン 
ア を 継承 する (ロマ の 絵画 は お も に ポム ペイ に 残っ て いる ^) 


FL】 


コン スタ ン テ ィ ヌ ス 大 帝 の 巨像 の 首 . 首 だ け の 高 さ が 2.40m 


っ 


マル クス ・ ア ウレ リウ ス 帝 の 戦 兵 記念 桂 . 欄 身 の まわ り に は 


絵巻 物 の よう に , 連続 し た 浮 膨 を ラセン 状 に めぐ らし て ある . 


ロマ の パン テオ ン . 直径 は 高 さ に 等 し く , 年 球状 の 円 蓋 の 高 
さ は その 年 分 . 内 部 の 採光 は た だ 大 円 募 の 頂点 の 円 窓 に よる . 


コン スタ ン テ ィ ヌ ス 大 需 の 名 旋 門 . 樋 式 と 挑 式 と の 結合 . へ 
レニ スム を 継承 し , さら に 繁 銀 に な っ て いる . 豪 蘭 な 意匠 は 
ロマ 帝國 の 代 大 を 誇示 . 後世 に ナポレオン が この まね を し た . 


0 クン 所 ヘー ペー be に 
SS Ne 
胡 】 1 全 
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東 ロ マ 帝 國 の 首府 と な っ 
だ ビザ シテ ィ ウ 才 。 己 こ ご 
で キリ スト 救 美 術 の 様式 
が , 東方 の 影響 を うけ な 
が ら 成 立 . 建築 プラ ン は 
十字 形 . 中 央 に 円 蓋 . 絵 
画 に か わる モザ イク . エエ 
藝 品 の 浮 同 が 太 九 を 代表 . 


ロマ の サン ・ バ オロ 寺院 * 
の 内 部 . ギリ シア 得 典 は フ ヴ ェ ン ナ の ガラ ・ プ ラ 
紳 の 侍 居 だ っ た が , ギリ キディ ア の 墓 の 内 部 . 初 
スト 数 会 は 信者 の 集会 す ーー 
る 場所 . 廣 い 空間 の 必要 . 寿 堂 の 形 を 保存 し て いる 
そこ で ロ マ の 公共 建築 の 】 
様式 を と っ て 数 会 と し た . ラヴ ェ ン ナ の サン ・ ヴ ィ 
コマ 絵 は バ シリ カ の 外部 . ター レ 寺 の モザ イク . 著 
の 色 の 石 の 細 片 で 作る . 境 
イス タン ブー ル の ハギ ア 線 と 色彩 と に 独特 の 数 果 
ソフ ィ ア 寺院 . ロマ の パ バ ゅ 
ン テ オ ン は 円 い 還 部 に 円 石 栓 の 淳 彫 . 手法 は ロマ 
苦 を の せ た . これ は 四角 の 地方 的 様式 の 値 統 を ひ 
い 軸 部 に 円 碁 を の せ て い く が , キリ スト 救 的 主題 
る . 内 部 は 23 頁 を 見 よ . を 象徴 主義 的 に 表現 する . 
全 


コマ 絵 は 象 牙 の 椅子 . キ 
リス ト 教 図像 が し だ い に 
確立 こん な 工事 品 に 至 
る ま て 頻繁 に 適用 され る . 


ヴェ ネツ ィ ア の サン ・ マ 
ルコ 寺院 . 各種 の 様式 が 
まじ りあ っ た 混合 の 様式 . 


21 5o 


回 数 は 紳 像 を も た ぬ . 美 
術 は た だ 建築 と 壁面 美 爺 
極端 に 空白 を 嫌う . 今 も 
加 数 園 で 岩 守 され る 俺 統 


みき 右側 


カイ ト ・ ベ イ の 回 教 寺院 . 


円 蓋 は 攻 型 に 近づく . 独 
特 な 塔 ( ミ ナレ ッ ト ) の 姿 . 
円 

モス ク の 中 庭 の 通路. 頻 
繁 で 複雑 な アー チ の 使用 . 
き 左側 

モス ク の 中 庭 . ジグ ザ グ 
( 包 歯 型 ) へ の 偏 受 を 見 る . 
み 

壁面 装飾 ・ す きま の な い 
装 秋 . 女 字 と 袖 物 の 図案 
を 

コマ 絵 は ミ ラプ ( 記 諸 所 ). 
メッ カ の 方 向 を むく 配置 


を 
ハギ ア ・ ソ フィ ア の 内 部 


キリ スト 教 圭 院 を モス ク 
に 改 美 し た も の (21 頁 7. 
* コ 

王座 の 内 部 . 欄 頭 , アー 
チ , 格子 な ど に 特色 あり 


ビザ ン テ ィ ウ ム 式 と ロマ 
の 地方 的 様式 か ら ロ マネ 
スク (ロマ 風 ) が 生ま れる 


L 4 る 志 
党 , 本 堂 , 鐘 楼 ( 有 名 
な 処 ) が 伽藍 を 構成 す . 

トゥ ルー ズ の 大 聖堂 の 入 
ロ . 彫刻 は 建築 の 一 部 と 
な り , その 正面 を 似 っ た -. 

全 
コマ 絵 は シ ュ パ バイエル の 
大 斑 堂 . 洗 坊 堂 , 本 堂 , 鐘 
楼 は ーー つの 建物 に 合 さ る . 

を 
ウェ ズレ ー の 数 会 の 内 部 
まだ 失っ て いな い ア ー チ . 

内 
ロマ ネス ク ( 右 . ウォ ル 
ム ス の 聖 堂 ) か ら ゴ ティ 
ク ( 左 . レー ゲン スプ ル 
ク の 聖堂 ) へ の 移り ゆき . 


| 
く 
語 
< 
ココ 
眉 
1 日 


ン 
念 
や 
) 
是 
W) 
(yo 
中 


も 建築 と い 


ク 
レ 


ジ 肥 | 


ンス の 大 聖堂 .、 フラ ンス ・ ゴ 


ディ 


ーーー つ へ ム 


ティ ク . 開 


RSS 


中 人 ング 


ゴー ト ( 今 の フラ ンス ) か ら ゴ ティ ク が 生ま れる . アー 
チ の 発達 が 極点 に 達し . や が て 乱用 され る . 絵画 は 建 
築 か ら 離れ て , 額面 画 に な る . 窓 は 色 硝 子 で 飾ら れる 


p ザ 


1) 慕 徴 窓 (スト ラス ブー ル ). 2) 寄進 者 夫妻 ( ド 


1 し イツ , ナウ ム プ ルク ). 3) 避 母 と 斑 女 (フラ ンス , ア 
ーー ミア ン ). 4) 総 硝子 の 窓 ( バ リ , サン ト ・ シ ャ ベ ペル). 
5) カ ・ ド ー ロ 宮 ( ヴ ェ ネ ツィ ア ). 6) イタ リア , ゴ 
ティ ク ( シ エナ の 到 堂 ) 7) ゴ テ ィ ク 総 画 (シモ ネ ・ 
マル ティ ニ 作 ). 8) イギリス ・ ゴ ティ ク ( ウ エル ス の 
斑 堂 )、 9) ゴ テ ィ ク 避 堂 の 一 隅 ( フ ラン ス , アミ アン ). 


ギリ ン ア , ロマ の 人 間 性 
の 復活 と 科学 精 得 の 目覚 
めか ら ル ネ サ ンス が 生ま 
れる . 深 刀 な 自然 の 観察 
遠近 法 の 研究 . 古典 美 の 

近代 精 竹 の 発芽 


遠近 法 は ショ ッ ト オ (1) 
か ら ピ エロ ・ デ ラ ・ フ ラ 
ンチ ェ ス カ (2 ) を 経て , 
レオ ナル ド (3) に いた っ 
て 完成 する . コマ 絵 は そ 
の 苦心 の 情景 (デュ ラー). 


ギリ ン ア 期 の 作品 (左側 ) 
か ら 直 接 に 学ん だ 二 三 の 
作品 (右側 ). 上 段 は ベス 
トゥ ム の 紳 殿 と パラ ディ 
オ の ロト ンダ . 中 段 は メ 
ディ チ の ヴェ ヌス と ボッ 
ティ チェ ルリ の ヴェ ヌス 
誕生 . 下段 は "と げ 抜 き " 
と ブル ネ レ スキ の 渡 彫 . 


『 導 に 
Bi 
Q 

- 内 3 
中 
ト 
ト 


ラフ ァ エ ル ロ 作 . 


1 メディ チ の 稼 ( ミ ケロ ッ ツ ォ 作 ). 独 
立 し た 部 分 . 全体 へ の 統一 . 澤 然 た る 形 . 


2) メデ ィ チ の 墓 ( ミ ケル アン ジェ ロ 作 ). 
メデ ィ チ 家 は ルネ サン ス 女 化 の パト ロン . 


3) フィ レン ツェ の 大 聖 営 . 円 装 は ブル 
ネ レ スキ , 鐘楼 は ジ ォ ッ ト オ 設計 と 億 う . 


4) 一 本 の 垂直 線 を 軸 と する 四面 同形 の 
中 央 円 募 聖堂 は ルネ サン ス の 理想 だ っ た . 


5) ラウ レン ティ アナ 図書 館 の 階段 ( ミ 
ケル アン ジェ ロ の 設計 ). 直 線 的 構造 美 . 


6) カル ミネ 寺 の 壁画 (マサ ッ チ オ 作 ). 
15 世 紀 の 画 家 た ち が 措 写 し 勉強 し た 傑作 . 


7) サン ・ マ ルコ 人 ろ 院 の 壁画 (フラ ・ ア ン 
ジェ リコ 作 ). 中 世 的 情 調 の 近世 的 表現 . 


8) ウル ビ ノ / の ヴェ ヌス (ティ ツィ アノ 
作 ). 多く の 追随 者 を 生ん だ 構図 の リズ ム . 


コマ 絵 は 聖 ロレ ン ツ ォ 像 (ドナ テル ロ 作 ). 
触覚 的 な 彫 紅 性 に 溢れ る 忠実 な 自然 把握 . 


em 
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に 整 正 に 


落ち つい が 


MI 


ルネ サン ス の 静 ヵ 


いし て 能 


直線 
バ ロ コ と 
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々 し いま て の 動 払 と 過 
生命 の 横 溢 . 


する 曲線 . 
よぶ ( バ ロ コ と は 


曲 し が 


人 な 
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語 て 色 
性 を 失 
郭 は 


学 の 用 


元 來 論理 


や ゃ の を さす ). 


に 
ュ っ 上 


分 は 独 


な っ て 全体 の な か へ と け こ む . 


分 明 に な り 外 に は み 


部 


不 
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の 
じ 


や 崩 


ミ す . 建築 


だ 


その 限界 を 失 な っ て い 


人 画 | や 


絵 


(ベル ニニ 作 ) ゃ 絵画 的 に 
Bb( ロ マ , サン タ ・ マ 


膨 支 
建築 の 内 


ア ・ ヴ ァ 
構成 
能 を 無 
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部 


だ 


立 を 失 な っ 


)、 独 
扉 . 9) 


ラ 寺 B 


り : デ ェ 


機 


二 拓 


鉄 の 


3) 


拡 
宮 ). 


れ , 空間 が 
ボル ゲ 


除 か 


庭 (ロマ , 


NR 


宙 が 


区 
中 


リュ ー ル 城 ). 


大 する . 5) 
構造 


ゼ 


お 滑れ て し まっ た 


で お 


色 


の 


バ 


谷 旨 が 周 


の 


ルネ サン ス が 線 的 で , 輪 
郭 的 で ある の に た い し て 
バ ロ コ で は 絵画 的 で 動 的 
に な り , 物 の 固有 色 が 失 
われ る. 構図 を 明暗 で て ま 
と め る 手法 . 風景 や 静物 
が 独立 し た 主題 と な っ た 
の や も この 時 代 か ら で ある . 


バ ロ コ の 総 画 . その 中 心 
は フラ ンド ル , オラ ンダ , 
スペ イン へ 移行 し た . 1 
は ルー ベン ス ( フ ラン ド 
ル ). 2 は レム ブラ ント 
(オラ ンダ ). 3 は ロイ ス 
ダー ル ( オ ラン ダ ). 4 は 
グレ コ ( ス ペイ ン ). 5 は 
ヴェ ラス ケス (スペ イン ). 


開口 部 の 変遷 : 下段 , 右 
より 左 へ . ビザ ン テ ィ ウ 
ム よ り ロ ココ まで て の 典型 . 


パロ コ へ の 友 動 . 繊細 に 
し て 信 政 . 三 曲 性 や 動き 
を 軽快 に 誇張 . 左右 相称 
が 破 ら れる . ロコ コ と い 
う の は 中 殻 入り の 人 造 石 
(ロコ ) か ら 由 挫 し た 御名 . 


1) ティ エ ポ ロ 作 の 天井 
画 . 極度 に 適用 し た 遠近 
法 . 青空 に 遇 じ る よう な 


2.3) ボッ ダム の サン ・ 
スッ シ 宮 の 室内 . ヴェ ル 
サイ ユ 宮 を 機 爺 し た も の . 


4) ドレ ス デ ン の ツ ヴ ィ 
ン ガ ー( 域 郭 の 一 部 )、 バ 
ロコ か ら ロ ココ へ の 過渡 . 


5,.6) ルイ 王朝 時 代 の 
メッ キ さ れ た 椅子 と 燈台 


コマ 絵 は ロ ココ 意匠 の 例 
左右 不同 . 貝殻 様 の 曲線 


錯覚 . 柱 も アー チ ゃ 皆 絵 


1) ヴァ ッ ト ー 作 . 田園 
の 恋 . 舞台 装置 を 思わ せ 


る 背景 . 優雅 に 光る 編 子 . 


2) フラ ゴナ ー ル 作 . 三 
美 紳 . ギリ ン ア 女 旨 や な 
まめ か し い 王 朝 の 貴婦人 


3) ウー ドン 作 . ヴォ ル 
テー ル 像 . 大 革命 を 予見 
し た 皮肉 な 婦 筆 家 の 風 青 . 


4) ゴヤ 作 . 婦人 像 . 現 
代 絵画 に 先駆 し た スペ イ 
ン の 鬼才 が 描く 罰 瞳 朱 辱 
5.6) 陶器 . 支 逆 趣 味 は 
ロコ コ の 一 要素 . 乳白 の 
地 に , 金彩 , 淡紅 , 青 笑 


コマ 絵 は ロ ココ の 女王 ボ 
ン パ ドゥ ー ル 侯 欠 夫 人 像 . 


語 
叶 


王朝 は 亡 び 共 和 制 は 成立 
し た .「 高貴 な 軍 純 と 沈静 


な 威 茂 (ウィ ン ケ ルマン ). 


古代 精 紳 に 宿っ た 理想 が 


ふた た び 美 の 規 連 と な る . 


明確 な 輪郭 . 彫 竣 的 な 形 


体 の 復活 . 色 は 後退 し た . 


1) パリ の マ ド レ ェ ヌ 寺 . 
(14 頁 パル テ ノ ン と 比較 ). 


2) ナポレオン の 部 旋 門 . 
(19 綱 ロマ の 剖 旋 門 参照 ). 


3) カノ ヴァ 作 . パオ リ 
ナ ・ ボ ル ゲ ー ゼ 像 4) 
ダヴ ィ ド 作 . レ カ ミ エ 夫 
人 . 5) アン グル 作 . オ 
ダリ スク (ペル シア 風 の 
女 ). 主題 形式 も みな 
ギリ ン シ ア 風 を 学ん で いる . 


コマ 絵 は , 古典 美 の 詩人 
ゲー テ 了 臨終 の 顔 . 月 桂冠 


近 世 


1) フォ イエ ル バ ッ ハ 作 . 
エレ クト ラ . 題材 に も 表 
現に も , 古典 を 租 ぶ 精 得 


2) リュ ー ド 作 . バリ 誤 
旋 門 の 浮 彫 . 古典 の 衣裳 
で 表現 され た 現代 の 事 


3) イギリス の チッ ペン 
デー ル 式 椅子 . ロココ に 
友 逆 する 古典 的 な 遠 線 性 . 


アン ピー ル ( 帝 政 式 )、 4 
は 皇后 マリ ・ ル イズ の 化 
粧 台 . 金具 の 意匠 は ギリ 
シア か ら . 5 は セー フル 
陶器 の 索 . 古代 式 の 様式 . 


6) 杏 漠 時 計 . 中 世 四 
味 の 当 温 主義 も 併存 した. 


7) 北欧 の 古典 主義 者 ト 
ル ワ ル セン 作 . キリ スト -・ 


13 世 紀 に は , 過去 の 諸 様式 の 復古 が 試み られ た . 

” ノ つき は 19 世 紀 の 復古 作 .。 / な し は その 手 本 。 
a) ニー ム の メゾ ン ・ カ レ エ . ロマ 時 代 の 建築 . 
a) ベル リン の 中 央 哨 舎 (シン ケル 作 ). 世紀 科 . 
b) アミ アン の 大 聖堂 . フ ラン ス ・ ゴ ティ ク 式 
b') ロン ドン の 議事 堂 . 世紀 後生 に 建て られ た -. 
c) フィ レン ツェ の ロッ ジ ァ . ルネ サン ス 建 筑 
ec) ミュンヘン の 記念 廊 ( ゲ ルト ナー 作 ). 中 葉 . 
d) レニ ング ラー ド の 聖 イ ザッ ク 寺 . 世紀 前 午 、 


日 


は | 
B 
9fe 
7 
! ず 


導き を に に 
HLLLULUUUALLM 


PCOTTHIGUDHMHEHUUM 


NM 


由 


ペデ ェ アー 


色彩 は 再び よみ が えっ た 
絵画 の 生命 は 色彩 に あっ 
た . 色 を 生ずる も の は , 
光 で ある . カン バス は 戸 
外 に も ゃ も ち だ され た . 目前 
の 自然 や 生活 が , 宗 数 画 
や 歴史 画 に と っ て か 滑っ 
た . レア ル へ の 追求 は 絵 
画 を 女 学 的 な こ だ 必 りか 
ら 開 放し た . 王 術 の 自律 


性 は , ここ に 確立 され た . 


1) ドラ クロ ア は 浪漫 派 
の 頭領 . 2) マネ は 印象 
泊 の 父 。 3) クウ ル ベ エ 
は , 写実 主義 を 標 棒 し た . 
4) コロ は 自然 派 の 詩人 . 
5) モネ は 印象 派 の 極致 
を 極め た . 5) ミレ ー は 
バル ビ ゾ ン 浜 の 農民 画家 . 
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1) セザンヌ . 面 に よる 
構成 . 自然 は 球 と 円 欠 と 


円 懲 と か ら な る と いっ た - 


92) ゴッホ . 人 間 の 同日 
性 を 描か ん と し て , 太陽 


に き つく され た 列 教 者 . 


3) ロダ ン . 造形 性 の 限 
界 を 探求 し "地獄 の 門 " 


に ゆき つい た 彫 九 の 巨人 - 


4) ボナ ー ル . 色彩 の 覧 
術 師 . 華 誤 て 新鮮 . 温 


な フラ ンス 的 の エス プリ ・ 


5) マチ ス . 奉 放 な 短 形 
か ら , 形 の 直 純化 を 経て 
色 面 に よる 下面 の 構成 へ 


6) ピカ ソ . 童心 と 原始 
人 . 立 体 か ら 抽象 へ . カ 
メレ オン よ , どこ へ ゆく . 


ああ 全 合 呈 あ 全 人 
1 し シュ エエ 


現 代 


1) 工場 . 産業 は 工場 建 
築 を 生ん だ が , 初期 に は 
その 機能 を 際 そ うと した. 


2) 劇場 . 言 響 数 果 の 装 
置 に さえ , 藝術 的 な 外装 
を ほど こそ うと 苦心 し た 


3) 天 廊 台 . 現代 科学 は 
建築 の 外形 に も , その 科 
学 性 を 誇示 し よう と し た . 


4) 罰 易 館 . 烈 な 経済 
機構 が 生む 大 建築 . それ 
に マッ チ し た 構造 の 拉 索 . 


5) 住宅 . 機能 と 科学 性 
と の 結合 . 住宅 は 住居 の 
機 と よ ば れる に いた る . 


6) 事務 所 . 機能 は 装 範 
を 駆逐 し た . 能率 的 な も 
の は みな 美しい と され た -. 


1) 議事 堂 . 新大陸 は 旧 
大 陸 の 古典 美 を 移植 する 
以外 に し か た が な か っ た . 


2) 住宅 . 旧 大 陸 の 任 宅 
は アメ リカ の 浜野 に 移さ 
れ コ ロニ アル 様式 を 生む . 


3) 別 攻 . や が て 最新 の 
形 を と り い れ , 自然 を 駆 
使 し て ヨー ロッ パ に 挑む . 


4) 摩天楼 . ヤン キー 魂 
と 富 は 旧 大 陸 の あえ て し 
な か っ た 空想 を 実現 する . 


5) 万 國 博 覧 会 の 塔 . い 
か に 独創 を 求め て も 造形 
の 原理 は 何人 も 破り 得 沙 . 


弟 紅 沼 湯 届 FE 還 間 間 間 間 間 間 昌 間 


1* 木 綿 
2 比 東 
3* 南 水 洋 の 捕鯨 
4* 魚 の 市 場 
5 アメ リカ 内 
6 ア メ 9 
7 雪 の 結晶 
8 写 真 
。 必 。 グ ズ 
10* 紙 
11 蝶 の 一 生 
12 鐘 倉 
13 心 と 顔 
14 動物 園 の 
け ゃ も の 
15 富 士 山 
16 積 年 
17 いか る が の 里 
18 鉄 
19* 川 一 隅田 川 一 
20 雲 
21 汽 車 
22* 動 物 園 の 烏 
23 様式 の 歴史 
24 鉛 山 
25 ス イ ス 
26 ス キ 一 
27 京都 一 歴史 的 
に みた 一 
28 カカ と 運動 
29 アメ リカ の 
農業 
30 アル プス 
31 山 の 鳥 
32 奈良 の 大 仏 
33 尾 瀬 
34 電 話 
35 
36 
37 
38 
39 
40 3 
41 彫 刻 
42 仏 
43* 化 学級 維 
44 映 
45 野 の 花 一 春 一 
46 金 印 の 
出 た 土地 
47* 東 京 一 大 都会 
の 顔 一 
48* 馬 
49* 石 炭 
50 桂 離 宮 と 
修学 院 
51 日 光 
52* 醤 油 
53 文 楽 
54* 水 辺 の 鳥 
55 米 


62 京都 御所 と 


レン) 
65* ッ ヴェ ト 連 邦 
66 能 


67* 造 船 
68 東京 案内 
69 平 泉 
70 手 術 
71 宮 島 
72 広 島 
73 佐 渡 
74 比 手 山 
75 阿 
76 信貴 山 
縁起 絵巻 
77 針 葉 樹 
78 近代 芸術 
79 日 本 の 民家 


80 季節 の 人 魚 


85 伊豆 の 漁村 
86 奈良 一 東部 一 
87 奈良 一 西部 一 


89 上 高 地 
90 電 カ 
91 松 江 
92 動物 の 表情 
93 金 沢 


100 本 の 話 
101 戦争 と 日 本 人 
102 佐 世 保 
103 ミケ ラン 


ジェ ロビ 

104 空 か ら み た 
大 阪 
105* 宗 達 


106 飛 逮 高山 
107 ゴ ッ ホ 
108 京都 案 内 

y 
109 京都 案内 


12* 東 京 尊 
一 東 放 道 一 

116 硫黄 の 話 
勢 


117 伊 
118 は きも の 


127 イス ラテ エル 
128 伴 大 納 言 絵詞 
129 瀬戸 内 和 
130 飛 

131 聖母 マリ 
132* 日 本 の 映画 


133 能 登 
134 山形 県 
135 福 9 論 吉 
136* 利 川 


137 鹿 り 上 島 県 
138 伊豆 半島 
139 日 二 の 森林 
140 高 知 県 
141 チェ ー ホ フ 
142 仏教 美術 


143 一 年 生 
144 長 野 県 
145 塩 原 
146 日 本 の 庭園 
147 木 」 


148 忘れ られ た 短 
149 近東 の 旅 


150 和歌 山県 
151 函 館 
152 豆 

153 大 分 県 


154 死 都 ボ ポンペイ 
155 富士 を めぐ る 
一 空 か ら 一 

156 神奈 川 県 
157 柔 道 
158 戦争 と 平和 
159 ツ ソ連 ・ 中 国 の 
旅 一 桑原 武夫 一 
160 伊豆 の 大 島 
161 ジョ ッ ト ー 
162 態 野 路 
163 鳥 濁 戯画 
164 愛 媛 県 
165 や きゃ も の の 町 
166 冬 の 登山 


167 埼 玉 県 
168 男鹿 半島 
169 フラ ンス 
古寺 巡礼 
170 滋 賀 県 
171 白 拍 
172 東京 
国立 博物 館 
173 千 葉 県 
174 箱 根 
175 細胞 の 知識 
176 四国 週 路 
177 村 の 一 年 
一 秋田 一 
178 セ ザン ヌ 
179 石川 県 


180 玩 琶 肖 
181 仏陀 の 生涯 
182 利 川 県 
183 日 人 
-1955 年 10 月 8 日 
184* 練 習 船 日 本 丸 
185 悲惨 な 歴史 

ー ド イィ イッ ー 
186 ボッ ティ チェ リ 
187 東海 首 


188 離さ れ た 園 
189 松 島 
190 家庭 の 電気 
191 アメ リカ の 


192 五島 列島 
193 塩 の 話 
194 ぶ リ の 素顔 
195 横 浜 
196 日 系 


197 イ ン カ 
198 奈良 を めぐ る 


199 子供 は 見 る 
200 雪 舟 
201 東 京 都 
202 アフ ガニ 


203 渡 り 鳥 
204 群 馬 県 
205 プラ ジル 
206 ルー ヴ ル 
207 北海 道 ( 南 部 ) 
208 小豆 島 
209 日 本 
-1956 年 8 月 15 日 - 
210 富 山 県 
211 毛織 物 の 話 
212 北 海道 
( 東 ・ 北 部 ) 
213 自然 と 心 
214 空 か ら み た 


215 世界 の 人 形 
216 愛 知 県 
217 諏 訪 潮 
218 鉄 と 生活 
219 山 ロ 県 
220 麦 積 山 
221 北 京 
222 江 南 
223 四 川 
224 広州 一 犬 同 
225 室 菩 
226 山 水 画 
227 三 重 県 
228 白 山 


229 鵜飼 の 話 
230 島 根 県 
231 小さ い 新聞 社 
232 北 海 道 


233 近代 建築 
234 岡 山 県 


235 ね ずみ の 生活 


236 札 幌 
237 目 本 
-1957 年 4 月 7 日 - 
238 広 島 県 
239 北 陸 路 
240. 食 敷 
241 ギリ シア 
の 神々 
242 長 崎 県 
243 水郷 一 潮来 一 
244 福 井 県 
245 秋 吉 人 台 
246 子供 の 絵 
247 徳 島 県 
248 十勝 平野 
249 岐 阜 県 
250 青 森 県 
251 中 国 の 彫刻 
252 態 本 県 
253 秋 田 県 
254 苦 小 牧 
255 山 梨 県 
256 新 渦 県 
257 村 と 森林 
258 茨 城 県 
259 福 島 県 
260 旭川 ・ 大 雪山 
261 大 阪 府 
262 奈 良 
263 北ア ルプ ス 
の 山々 
264 地形 の 話 
265 静 岡 県 
266 軽 井 沢 
267 佐 質 県 
268 日 本 の 
社寺 建築 
269 宮 崎 県 
270 十和田 潮 
271 福 岡 県 
272 日 本 
ー1958 年 正月 一 
273 宮 城 県 
274 鳥 取 県 
275 タ イ 
- 学 術 調査 の 旅 - 
276 イン ド シ ナ 
の 旅 
277 栃 木 県 
278 屋久 島 ・ 
種子 島 
279 岩 手 県 
280 地中海 の 
史 串 めぐ り 


281 兵 庫 県 
282 キリ スト 
283 都 府 
284 


285 沖 縄 
286 風土 と 


* 印 は 品 切 で ど ござ いま 者 


西洋 を 措 


に 
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